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『
人
物
志
』
に
見
え
る
人
物
判
断
の
思
想
『
人
物
志
』
は
三
国
貌
の
劉
郁
の
著
述
で
人
物
鑑
識
の
原
理
を
主
題
と
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
後
漢
末
期
か
ら
貌
晋
期
に
か
け
て
そ
れ
間
以
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
実
的
・
功
利
的
な
立
場
か
ら
の
人
物
ぺ
に
つ
い
て
の
様
々
な
品
評
・
批
判
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
以
前
に
比
べ
腕
て
こ
の
時
期
は
人
間
に
対
す
る
注
視
が
一
段
と
広
が
っ
て
き
目
。
『
人
伽
物
志
」
は
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
人
物
鑑
識
の
理
論
を
よ
り
理
論
的
刑
且
つ
系
統
的
に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
M
m
v
町三
人
先
行
研
究
は
少
な
く
な
い
が
、
人
格
序
列
に
対
す
る
整
理
と
分
析
、
抗
及
び
人
物
判
断
と
人
格
育
成
等
に
つ
い
て
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
。
羽
本
論
で
は
、
乙
の
『
人
物
志
」
に
窺
わ
れ
る
人
物
判
断
に
ま
つ
わ
る
剖
様
々
な
議
論
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
全
面
的
・
系
統
的
物
に
劉
郡
の
人
物
判
断
の
思
想
を
考
察
・
解
明
し
て
み
た
い
。
論
の
進
L
め
方
と
し
て
は
、
ま
ず
判
断
の
対
象
と
な
る
人
間
内
面
の
性
情
を
究
明
し
、
次
に
外
在
的
な
判
断
の
基
準
、
人
格
序
列
に
つ
い
て
考
察
2
す
る
。
許
建
良
個
別
の
考
察
に
先
立
っ
て
、
先
ず
劉
部
の
人
間
鑑
識
の
理
論
の
背
後
に
存
在
す
る
人
間
観
の
骨
格
と
い
っ
た
も
の
を
窺
っ
て
お
こ
う
。
劉
部
は
人
間
の
本
質
に
つ
い
て
は
「
人
物
之
本
、
出
乎
情
性
」
と
明
言
し
、
「
葉
陰
陽
以
立
性
、
龍
五
行
而
著
形
。
有
有
形
質
、
猶
可
即
而
求
之
」
(
九
徴
)
と
主
張
し
て
聖
人
こ
そ
が
そ
の
よ
う
な
性
情
を
認
識
で
き
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
本
性
に
つ
い
て
は
「
人
情
之
質
、
有
愛
敬
之
誠
」
(
八
観
)
や
「
五
質
恒
性
、
故
謂
之
五
常
失
」
(
九
徴
)
と
見
え
る
よ
う
に
性
善
説
が
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
、
人
物
判
断
に
於
て
は
「
夫
建
事
立
義
、
莫
不
須
理
而
定
」
(
材
理
)
と
あ
る
よ
う
に
判
断
の
基
準
と
な
る
「
理
」
が
重
視
さ
れ
、
乙
の
「
理
」
の
内
包
は
「
観
人
察
質
、
必
先
察
其
平
淡
、
而
後
求
其
聴
明
」
(
九
徴
)
か
ら
「
平
淡
」
・
「
聴
明
」
で
あ
る
と
窺
え
る
。
更
に
、
人
物
判
断
の
実
践
に
於
て
は
「
心
質
亮
置
、
其
儀
動
因
。
・
夫
容
之
動
作
、
愛
乎
心
気
」
(
九
徴
)
と
「
知
人
者
、
以
目
正
耳
。
不
知
人
者
、
以
耳
敗
目
」
(
七
謬
)
と
あ
る
よ
う
に
、
内
心
と
外
形
の
統
一
と
判
断
者
自
ら
の
検
証
を
重
視
す
る
。
2
一
方
、
人
物
判
断
と
そ
の
人
物
に
対
す
る
人
格
育
成
と
を
合
わ
せ
て
2
考
え
る
と
、
彼
は
「
人
材
不
問
、
能
各
有
異
」
・
「
人
材
各
有
所
宜
、
非
調
大
小
之
謂
也
」
(
材
能
)
・
「
夫
響
、
所
以
成
材
也
」
と
考
え
て
い
る
が
、
「
成
材
」
(
学
聞
に
よ
る
人
格
育
成
)
も
う
ま
れ
っ
き
の
材
性
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
と
し
、
「
偏
材
之
性
不
可
移
縛
失
」
(
飽
別
)
と
言
う
よ
う
に
、
「
偏
材
」
か
ら
「
兼
材
」
に
転
化
す
る
可
能
性
を
否
定
す
る
と
同
時
に
、
「
事
」
そ
の
も
の
の
価
値
を
も
大
い
に
限
定
す
る
の
で
あ
る
。
人
物
判
断
の
対
象
|
「
人
物
の
本
は
、
情
性
よ
り
出
づ
」
人
物
判
断
と
い
う
の
は
具
体
的
な
人
物
に
対
す
る
品
評
で
あ
る
。
人
聞
が
判
断
の
対
象
で
あ
る
。
人
間
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
と
、
劉
加
聞
は
考
え
て
い
た
の
か
。
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
「
人
物
の
本
は
、
情
性
よ
り
出
」
ず
る
と
の
言
明
で
あ
る
。
「
蓋
人
物
之
本
、
出
乎
情
性
。
情
性
之
理
、
甚
微
而
玄
、
非
聖
人
之
察
、
其
執
能
究
之
裁
」
(
九
徴
)
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
本
源
は
そ
の
性
情
に
発
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
性
情
の
働
き
方
を
表
す
道
理
は
甚
だ
玄
妙
で
、
勝
れ
た
洞
察
力
を
持
つ
聖
人
し
か
探
求
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
情
性
」
と
は
、
勿
論
人
間
が
生
れ
な
が
ら
持
っ
て
い
る
性
質
で
あ
る
と
ひ
と
ま
ず
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
聖
人
で
な
け
れ
ば
、
十
全
に
は
把
握
で
き
な
い
と
一
言
う
。
そ
れ
で
は
、
把
握
の
実
践
に
至
っ
て
聖
人
は
ど
う
い
う
方
法
を
取
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
劉
郁
は
「
凡
有
血
気
者
、
莫
不
合
元
一
以
矯
質
、
葉
陰
陽
以
立
性
、
鐙
五
行
市
著
形
。
有
有
形
質
、
猶
可
即
而
求
之
」
(
九
徴
)
と
考
え
る
。
人
間
(
有
血
気
者
、
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
人
間
)
は
「
元
こ
の
気
を
本
質
と
し
、
そ
の
性
質
は
陰
陽
の
気
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
形
(
肉
体
)
は
五
行
の
気
に
基
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
在
り
方
に
つ
い
て
追
究
し
て
い
付
ば
、
人
間
の
生
得
的
な
性
質
を
把
握
出
来
る
の
で
あ
る
。
ま
た
性
之
所
輩
、
九
質
之
徴
也
。
然
則
平
肢
之
質
在
於
神
、
明
暗
之
質
在
於
精
、
勇
怯
之
勢
在
於
筋
、
強
弱
之
植
在
於
骨
、
操
静
之
決
在
於
集
、
惨
惇
之
情
在
於
色
、
衰
正
之
形
在
於
儀
、
態
度
之
動
在
於
容
、
緩
急
之
状
在
於
言
。
其
矯
人
也
、
質
素
平
治
、
中
叡
外
朗
、
筋
動
植
園
、
撃
清
色
惇
、
儀
正
容
直
、
則
九
徴
皆
至
、
別
純
粋
之
徳
也
。
九
徴
有
違
、
則
偏
雑
之
材
也
。
一
ニ
度
不
同
、
其
徳
異
稿
。
故
偏
至
之
材
、
以
材
自
名
。
兼
材
之
人
、
以
徳
属
目
。
兼
徳
之
人
、
更
局
美
続
。
(
九
徴
)
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
性
情
の
具
現
に
は
「
平
肢
」
・
「
明
暗
」
・
「
勇
怯
」
・
「
強
弱
」
・
「
燥
静
」
・
「
惨
惇
」
・
「
衰
正
」
・
「
態
度
」
・
「
緩
急
」
等
の
九
種
の
現
象
、
即
ち
「
九
質
之
徴
」
が
あ
る
と
雪
一
同
う
。
こ
う
し
た
「
九
徴
」
は
人
間
の
内
外
両
面
に
現
れ
る
「
神
」
・
「
精
」
・
「
筋
」
・
「
骨
」
・
「
気
」
・
「
色
」
・
「
儀
」
・
「
容
」
・
「
言
」
と
そ
れ
ぞ
れ
深
く
関
連
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
精
神
の
状
態
・
肉
体
の
様
子
・
言
語
動
作
の
有
様
そ
れ
ぞ
れ
に
、
人
間
の
性
質
が
明
ら
か
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
手
掛
か
り
と
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
性
情
・
本
質
及
び
そ
の
働
き
方
を
窮
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
「
九
徴
」
の
現
れ
方
の
具
体
的
な
姿
は
「
九
徴
皆
至
」
と
「
九
徴
有
違
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
九
徴
皆
至
」
と
は
九
種
の
現
象
そ
れ
ぞ
れ
が
う
ま
く
働
く
と
共
に
、
互
い
に
完
全
に
働
き
合
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
純
粋
之
徳
」
と
言
う
。
こ
う
し
た
「
純
粋
之
徳
」
を
持
つ
も
の
を
「
兼
徳
之
人
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
九
徴
有
違
」
剰
と
は
九
種
の
現
象
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に
働
か
な
い
こ
と
を
言
う
も
の
引
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
人
物
を
「
偏
雑
之
材
」
と
言
う
。
言
う
ま
で
間
も
な
く
、
「
九
徴
皆
至
」
と
「
九
徴
有
違
」
は
材
性
の
二
つ
の
現
れ
方
伽
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
実
は
、
こ
う
し
た
現
れ
方
の
聞
に
ま
た
一
つ
刑
の
種
類
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
兼
材
之
人
」
で
あ
る
。
乙
こ
で
劉
郁
は
中人
「
九
徴
」
の
相
互
関
係
と
い
っ
た
角
度
か
ら
は
こ
の
特
徴
を
説
明
し
て
M
い
な
い
が
、
「
兼
材
之
人
」
が
九
種
の
現
象
に
於
て
相
互
に
関
連
し
つ
は
つ
働
い
て
い
る
が
、
完
全
の
状
態
(
皆
至
)
に
い
っ
て
い
な
い
と
の
剖
推
測
は
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
物
次
に
、
劉
部
は
「
五
質
は
恒
性
、
故
に
之
を
五
常
と
謂
う
」
と
言
以
う
。
劉
郁
に
と
っ
て
人
間
の
本
質
の
中
で
「
平
淡
無
味
」
と
い
う
特
色
を
持
つ
「
中
和
之
質
」
は
最
も
貴
重
で
あ
る
。
つ
ま
り
2
凡
人
之
質
量
、
中
和
最
貴
失
。
中
和
之
質
、
必
平
淡
無
味
。
故
能
調
成
五
材
、
幾
化
膝
節
。
:
:
:
若
量
其
材
質
、
稽
諸
五
物
。
五
物
之
徴
、
亦
各
著
於
阪
飽
突
。
其
在
健
也
、
木
骨
、
金
筋
、
火
気
、
土
肌
、
水
血
、
五
物
之
象
也
。
五
物
之
賞
、
各
有
所
捕
問
。
是
故
骨
植
而
柔
者
、
謂
之
弘
毅
。
弘
毅
也
者
、
仁
之
質
也
。
気
清
市
朗
者
、
調
之
文
理
。
文
理
也
者
、
躍
之
本
也
。
飽
端
而
賓
者
、
謂
之
貞
因
。
貞
固
也
者
、
信
之
基
也
。
筋
勤
而
精
者
、
謂
之
勇
敢
。
勇
敢
也
者
、
義
之
決
也
。
色
平
而
暢
者
、
謂
之
通
微
。
通
微
也
者
、
智
之
原
也
。
五
質
恒
性
、
故
謂
之
五
常
会
。
(
九
徴
)
と
見
え
る
よ
う
に
、
「
中
和
之
質
」
は
仁
・
礼
・
信
・
義
・
智
と
言
う
「
五
質
」
を
貫
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
五
質
」
と
は
固
定
不
変
で
あ
る
た
め
本
性
の
五
常
と
呼
ば
れ
る
。
こ
う
し
た
五
つ
の
道
徳
性
は
抽
象
的
な
認
識
し
難
い
も
の
で
は
な
く
、
木
、
金
、
火
、
土
、
水
と
言
う
五
行
の
気
に
基
づ
い
て
骨
、
筋
、
気
、
肌
、
血
と
言
う
体
の
各
部
分
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
こ
の
各
部
分
を
手
掛
か
り
と
し
て
い
く
な
ら
ば
、
弘
毅
・
文
理
・
貞
固
・
勇
敢
・
通
微
と
言
う
五
常
の
精
髄
を
認
知
出
来
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
人
間
の
本
性
は
「
中
和
之
質
」
に
支
配
さ
れ
る
と
共
に
、
「
愛
敬
之
誠
」
に
も
支
え
ら
れ
て
い
る
。
「
蓋
人
道
之
極
、
莫
過
愛
敬
。
是
故
『
孝
経
』
以
愛
国
同
至
徳
、
以
敬
矯
要
道
。
『
易
』
以
感
局
徳
、
以
謙
矯
道
。
『
老
子
』
以
無
震
徳
、
以
虚
魚
道
。
『
礎
』
以
敬
局
本
、
『
祭
』
以
愛
震
主
。
然
則
人
情
之
質
、
有
愛
敬
之
誠
、
則
輿
道
徳
同
穂
、
動
獲
人
心
、
而
道
無
不
通
也
」
(
八
観
)
に
よ
れ
ば
、
「
愛
敬
」
は
人
道
を
概
括
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
性
の
特
4
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
愛
敬
が
な
け
れ
ば
、
所
謂
人
道
も
な
く
な
る
の
2
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
「
人
情
之
質
、
有
愛
敬
之
誠
」
と
言
う
。
ま
た
、
本
性
の
こ
う
し
た
特
質
を
正
確
に
開
発
し
働
か
せ
る
な
ら
ば
、
「
道
無
不
通
」
と
い
っ
た
境
地
に
到
達
で
き
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
「
人
情
名
利
に
趣
き
て
損
害
を
避
け
ざ
る
な
し
」
に
つ
い
て
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
夫
人
情
莫
不
趣
名
利
、
避
損
害
。
名
利
之
路
、
在
於
是
得
。
損
害
之
源
、
在
於
非
失
。
故
人
無
賢
愚
、
皆
欲
使
是
得
在
己
。
能
明
己
是
、
莫
過
同
強
。
是
以
偏
材
之
人
、
交
遊
進
趨
之
類
、
皆
親
愛
同
髄
而
春
之
、
憎
悪
封
反
而
段
之
、
序
異
雑
而
不
尚
也
。
推
市
論
之
、
無
他
故
震
。
夫
春
同
館
、
設
封
反
、
所
以
証
彼
非
而
著
己
是
也
。
(
七
謬
)
名
利
を
追
求
し
損
害
を
回
避
す
る
の
は
人
間
の
常
の
感
情
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
名
利
之
路
、
在
於
是
得
」
か
ら
す
る
と
、
「
得
」
は
単
に
「
得
る
」
の
で
は
な
く
、
「
是
」
に
よ
っ
て
得
る
(
是
得
)
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
の
「
固
定
」
は
「
得
」
の
条
件
で
あ
り
、
「
是
」
か
ら
離
れ
れ
ば
、
「
得
」
は
存
在
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
「
是
」
は
価
値
判
断
の
結
果
で
あ
る
。
「
損
害
之
源
、
在
於
非
失
」
か
ら
す
る
と
、
「
非
」
は
「
失
」
の
条
件
で
あ
り
、
「
非
」
で
あ
れ
ば
と
そ
、
「
失
」
に
な
り
う
る
。
「
非
」
か
ら
離
れ
れ
ば
、
「
失
」
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
非
」
も
価
値
判
断
の
結
果
と
言
え
る
。
し
か
し
、
人
間
自
体
を
考
え
る
な
ら
ば
、
賢
愚
に
関
わ
ら
ず
、
「
固
定
得
在
己
」
と
い
う
本
性
を
有
し
、
「
己
是
」
を
証
明
す
る
方
法
と
し
て
は
同
じ
考
え
を
持
つ
人
か
ら
評
価
を
も
ら
い
(
能
明
己
是
、
莫
過
同
値
)
、
違
っ
た
考
え
を
持
つ
人
に
「
非
」
と
い
っ
た
価
値
判
断
を
下
す
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
自
身
が
「
是
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
(
証
彼
非
而
著
己
是
)
乙
と
が
窺
わ
れ
る
。
で
は
、
人
聞
は
何
故
名
利
を
追
求
し
損
害
を
回
避
す
る
の
で
あ
る
う
か
。
夫
人
之
情
有
六
機
、
梓
其
所
欲
則
喜
、
不
梓
其
所
能
則
怨
、
以
自
伐
歴
之
則
悪
、
以
謙
損
下
之
則
悦
、
犯
其
所
乏
則
姻
、
以
悪
犯
姻
則
妬
。
此
人
性
之
六
機
也
。
夫
人
情
莫
不
欲
遂
其
志
。
・
:
人
情
莫
不
欲
庭
前
、
・
:
人
情
皆
欲
求
勝
。
:
:
人
情
皆
欲
掩
其
所
短
、
見
其
所
長
Oi---
人
情
陵
上
者
也
。
:
:
:
凡
此
六
機
、
其
蹄
皆
欲
慮
上
。
(
八
観
)
人
情
に
は
喜
、
怨
、
悪
、
悦
、
姻
、
妬
と
言
う
六
つ
の
種
類
(
六
機
)
が
あ
り
、
こ
う
し
た
情
は
人
間
の
欲
望
に
深
く
関
連
し
、
例
え
ば
、
人
間
に
と
可
て
、
自
分
の
欲
望
に
従
え
ば
、
感
情
は
「
喜
」
に
な
る
(
梓
其
所
欲
則
喜
)
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
の
欲
望
は
「
遂
其
志
」
・
「
庭
前
」
・
「
求
勝
」
・
「
掩
其
所
短
、
見
其
所
長
」
・
「
陵
上
」
と
い
っ
た
特
性
を
有
し
、
こ
う
し
た
特
性
を
貫
く
も
の
は
「
慮
上
」
で
あ
る
の
だ
。
「
底
上
」
と
は
自
己
を
他
人
の
上
に
置
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
「
六
機
」
の
中
に
「
以
謙
損
下
之
則
悦
」
と
き
一
回
う
も
の
が
あ
り
、
私
の
「
悦
」
は
他
人
の
「
謙
損
下
之
」
か
ら
出
て
く
る
。
換
言
す
れ
ば
、
私
の
悦
び
は
他
人
の
謙
遜
を
条
件
と
し
て
い
る
の
だ
。
人
間
関
係
の
維
持
か
ら
す
る
と
、
こ
う
し
た
本
性
の
特
性
は
危
険
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
他
関
係
に
於
て
、
私
が
他
人
に
対
し
て
取
る
べ
き
行
為
に
つ
い
て
は
明
君
一
周
さ
れ
な
い
が
、
我
々
は
「
慮
上
」
と
い
っ
た
性
情
か
ら
生
ず
る
危
険
性
の
氷
解
、
個
人
と
社
会
の
平
衡
の
為
に
「
六
機
」
を
「
愛
敬
之
誠
」
と
い
っ
た
軌
道
上
に
置
く
べ
き
だ
と
推
測
出
来
る
の
で
あ
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
仁
義
礼
智
信
を
本
性
の
常
と
す
る
と
い
う
劉
部
の
考
え
は
性
善
説
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
。
全
体
の
性
情
に
つ
い
て
の
構
造
か
ら
す
る
と
、
「
中
和
之
質
」
と
は
性
情
論
の
哲
学
齢
的
基
礎
で
あ
り
、
「
愛
敬
之
誠
」
と
は
そ
の
心
理
的
機
能
で
あ
る
。
本
(
性
の
常
を
保
つ
た
め
に
は
「
中
和
之
質
」
と
「
愛
敬
之
誠
」
と
の
助
膨
け
合
い
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
両
者
伽
の
内
在
関
係
か
ら
す
る
と
、
「
中
和
之
質
」
は
「
愛
敬
之
誠
」
の
支
え
捌
か
ら
離
れ
れ
ば
、
「
底
上
」
と
い
っ
た
性
情
か
ら
生
ず
る
危
険
性
へ
の
人
抑
制
、
五
常
の
本
性
の
価
値
を
実
現
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
愛
M
敬
之
誠
」
は
「
中
和
之
質
」
の
基
礎
か
ら
離
れ
れ
ば
、
節
度
を
失
つ
は
て
し
ま
う
と
い
う
恐
れ
も
十
分
に
あ
る
。
』志物人『
人
物
判
断
の
理
論
基
準
|
「
事
を
建
て
て
義
を
立
つ
る
は
理
を
須
ち
て
定
め
ざ
る
な
し
」
25 
以
上
判
断
対
象
と
な
る
人
間
内
面
の
性
情
を
見
て
き
た
が
、
そ
の
対
象
に
実
際
の
判
断
を
行
う
時
に
、
ま
ず
ど
う
い
う
基
準
に
よ
っ
て
こ
の
判
断
を
行
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
浮
び
上
が
る
。
劉
郡
は
「
夫
建
事
立
義
、
莫
不
須
理
而
定
。
及
其
論
難
、
鮮
能
定
之
。
夫
何
故
哉
?
蓋
理
多
品
而
人
(
材
)
異
也
。
夫
理
多
品
則
難
通
。
人
材
異
則
情
詑
。
情
誼
難
通
則
理
失
而
事
違
也
」
(
材
理
)
と
考
え
て
い
る
。
「
建
事
立
義
、
莫
不
須
理
而
定
」
と
は
一
つ
の
事
業
、
或
は
一
種
の
社
会
道
徳
規
範
を
創
り
出
す
た
め
に
は
一
定
の
理
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
乙
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
と
こ
で
の
「
理
」
は
一
定
の
標
準
及
び
そ
れ
に
対
し
て
の
理
解
と
承
認
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
理
」
の
内
包
を
認
識
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
と
関
連
す
る
学
・
材
・
理
・
智
・
道
と
い
っ
た
五
つ
の
概
念
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
夫
仁
者
、
徳
之
基
也
。
義
者
、
徳
之
節
也
。
躍
者
、
徳
之
文
也
。
信
者
、
徳
之
固
也
。
智
者
、
徳
之
帥
也
。
夫
智
出
於
明
、
明
之
於
人
、
猶
昼
之
待
白
日
、
夜
之
待
燭
火
。
其
明
盆
盛
者
、
所
見
及
遠
。
及
逮
之
明
難
、
是
故
守
業
勤
昌
平
、
未
必
及
材
。
材
欝
精
巧
、
未
必
及
理
。
理
義
排
給
、
未
必
及
智
。
智
能
経
事
、
未
必
及
道
。
道
思
玄
遠
、
然
後
乃
周
Oi---道
也
者
、
回
復
獲
遇
。
是
故
別
而
論
之
、
各
自
凋
行
、
則
仁
震
勝
。
合
而
倶
用
、
則
明
矯
持
。
故
以
明
将
仁
、
則
無
不
懐
。
以
明
将
義
、
則
無
不
勝
。
以
明
符
理
、
則
無
不
遇
。
然
則
有
無
聡
明
、
無
以
能
遂
。
(
八
観
)
仁
義
礼
智
信
の
五
つ
の
道
徳
規
範
の
中
で
智
は
統
帥
の
作
用
を
持
っ
て
お
り
、
他
の
道
徳
規
範
を
支
配
す
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
6
道
徳
の
範
囲
に
限
っ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
道
徳
の
範
囲
を
超
え
2
て
い
く
と
、
も
う
一
つ
の
智
に
関
わ
る
体
系
が
見
え
て
来
る
。
そ
れ
は
学
・
材
・
理
・
智
・
道
の
体
系
で
あ
る
。
こ
こ
で
道
は
最
高
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
学
・
材
・
理
・
智
を
有
し
て
も
、
道
を
理
解
し
切
れ
な
い
な
ら
ば
、
全
面
的
か
つ
最
高
の
人
生
境
地
に
到
達
し
難
い
の
で
あ
り
、
道
を
十
全
に
理
解
し
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
最
高
の
人
生
境
地
に
到
達
出
来
る
の
だ
。
そ
れ
ら
概
念
の
相
互
関
係
に
於
て
個
別
的
に
そ
の
働
き
を
考
え
る
と
、
仁
は
や
や
優
先
さ
れ
る
が
、
互
い
の
働
き
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
明
(
聡
明
N
智
)
は
主
導
的
な
地
位
に
あ
り
、
仁
、
義
、
理
は
明
か
ら
離
れ
れ
ば
、
自
身
の
価
値
を
実
現
し
難
い
の
で
あ
る
。
雪
一
一
回
う
ま
で
も
な
く
、
「
理
」
と
「
道
」
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
が
、
劉
郁
の
判
断
の
基
準
を
正
し
く
把
握
す
る
た
め
に
は
こ
の
両
者
の
内
在
関
係
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
は
、
劉
部
の
場
合
に
は
様
々
の
理
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
夫
理
有
四
部
:
:
若
夫
天
地
気
化
、
盈
虚
損
益
、
道
之
理
也
。
法
制
正
事
、
事
之
理
也
。
般
教
宜
適
、
義
之
理
也
。
人
情
植
機
、
情
之
理
也
。
四
理
不
問
、
其
於
才
也
、
須
明
而
章
、
明
待
質
而
行
。
是
故
質
於
理
合
、
合
而
有
明
、
明
足
見
理
、
理
足
成
家
。
是
故
質
性
平
淡
、
思
心
玄
微
、
能
通
自
然
、
道
理
之
家
也
。
質
性
響
徹
、
機
略
機
捷
、
能
理
煩
速
、
事
理
之
家
也
。
質
性
和
平
、
能
論
調
旧
教
、
難
其
得
失
、
義
雄
之
家
也
。
質
性
機
解
、
推
情
原
意
、
能
適
其
愛
、
情
理
之
家
也
。
(
材
理
)
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
道
之
理
」
・
「
事
之
理
」
・
「
義
之
理
」
・
「
情
之
理
」
と
一
百
う
四
つ
の
理
が
あ
る
。
前
三
者
は
外
的
な
理
で
あ
り
、
最
後
の
も
の
は
内
的
な
理
で
あ
る
と
言
え
る
。
「
道
之
理
」
と
は
宇
宙
の
本
体
、
天
地
の
発
生
等
の
規
律
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
「
盈
虚
損
益
」
・
「
適
自
然
」
が
そ
の
根
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
事
之
理
」
と
は
法
制
当
為
を
表
し
て
お
り
、
「
正
事
」
、
つ
ま
り
、
事
情
を
正
し
く
処
理
す
る
こ
と
が
そ
の
要
で
あ
る
。
ま
た
、
「
義
之
理
」
と
は
道
徳
教
化
の
当
為
を
示
し
て
お
り
、
「
宜
適
」
が
そ
の
往
で
あ
る
。
更
に
、
「
情
之
理
」
と
は
性
情
の
在
り
方
を
表
し
て
い
る
。
劉
部
は
こ
こ
で
「
情
之
理
」
の
特
徴
を
規
定
し
て
い
な
い
が
、
八
観
篇
に
「
蓋
人
道
之
極
、
莫
過
愛
敬
。
:
:
然
則
人
情
之
質
、
有
愛
敬
之
誠
、
則
輿
道
徳
同
穂
、
動
獲
人
心
、
而
道
無
不
通
也
。
然
愛
不
可
少
於
敬
。
少
於
敬
、
則
廉
節
者
蹄
之
、
而
衆
人
不
興
。
愛
多
於
敬
、
則
雄
廉
節
者
不
悦
、
市
愛
援
者
死
之
。
何
則
つ
敬
之
筋
道
也
、
殿
而
相
離
、
其
勢
難
久
。
愛
之
魚
道
也
、
情
親
意
厚
、
深
而
感
物
。
是
故
貌
其
愛
敬
之
誠
、
而
通
塞
之
理
可
得
両
知
也
」
と
明
言
す
る
。
「
敬
之
矯
道
」
・
「
愛
之
局
道
」
の
「
道
」
は
先
程
述
べ
た
道
と
違
っ
て
道
理
と
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
道
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
乙
の
道
は
働
き
を
意
味
す
る
。
愛
敬
か
ら
「
情
之
理
」
を
考
え
る
な
ら
ば
、
敬
が
愛
よ
り
多
け
れ
ば
、
情
の
働
き
は
塞
が
り
、
愛
が
敬
よ
り
多
け
れ
ば
、
情
の
働
き
は
通
じ
る
こ
と
が
分
る
。
要
す
る
に
、
劉
部
に
よ
れ
ば
、
「
理
」
は
総
合
的
な
概
念
で
あ
り
、
個
別
の
場
面
に
於
て
「
理
」
は
具
体
的
な
在
り
方
に
変
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
々
な
理
の
中
で
「
道
之
理
」
は
主
導
権
を
有
す
る
。
一
方
、
「
四
理
不
同
、
其
於
才
也
、
須
明
而
章
」
(
材
現
)
と
見
え
る
よ
う
に
理
を
認
識
す
る
た
め
に
は
「
明
」
(
聡
明
)
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
「
明
」
に
比
べ
る
と
、
「
道
之
理
」
は
更
に
重
要
で
あ
る
。
「
是
故
観
人
察
質
、
必
先
察
其
平
淡
、
市
後
求
其
聴
明
。
聴
明
者
、
陰
陽
之
精
。
陰
陽
清
和
、
則
中
叡
外
明
」
(
九
徴
)
に
よ
れ
ば
、
「
道
之
理
」
の
特
色
で
あ
る
「
平
蛇
」
は
人
物
判
断
の
第
一
の
基
準
で
あ
り
、
第
二
の
基
準
が
「
明
」
で
あ
る
の
だ
。
「
明
」
は
重
要
で
は
あ
る
が
、
有
為
的
に
行
為
を
行
え
ば
、
道
か
ら
遠
く
離
れ
釦
て
い
く
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
道
の
「
平
淡
」
の
特
色
の
精
髄
は
「
通
(
自
然
」
、
つ
ま
り
、
自
然
無
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
想思の欄
三
人
物
判
断
の
実
践
物人
判
断
の
対
象
で
あ
る
人
間
自
体
の
分
析
と
、
外
在
的
な
判
断
基
準
抗
と
は
判
断
の
理
論
段
階
に
於
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
判
断
の
実
践
に
は
直
結
し
な
い
。
で
は
、
判
断
の
実
践
に
剖
対
し
て
劉
郡
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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判
断
の
複
雑
性
l
「
性
は
九
偏
あ
り
、
各
々
其
の
心
の
以
て
理
と
矯
す
べ
き
所
に
従
う
」
先
ず
、
「
性
は
九
偏
あ
り
、
各
々
其
の
心
の
以
て
理
と
矯
す
べ
き
所
l 
に
従
う
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
四
家
之
明
既
異
、
而
有
九
偏
之
情
。
以
性
犯
明
、
各
有
得
失
。
剛
略
之
人
、
不
能
理
微
。
:
:
:
抗
腐
之
人
、
不
能
廻
換
。
:
:
:
竪
勤
之
人
、
好
攻
其
事
質
。
・
・
鰭
給
之
人
、
僻
煩
而
意
鋭
。
・
浮
況
之
人
、
不
能
況
恩
。
:
:
:
浅
解
之
人
、
不
能
深
難
。
:E
・E・
寛
恕
之
人
、
不
能
速
捷
。
:
:
:
温
柔
之
人
、
力
不
休
強
。
:
:
:
好
奇
之
人
、
横
逸
而
求
異
。
:
此
所
謂
性
有
九
偏
、
各
従
其
心
之
所
可
以
局
理
。
(
材
理
)
夫
人
初
甚
難
知
、
而
士
無
衆
寡
、
皆
自
以
再
周
知
人
。
故
以
己
観
人
、
則
以
盛
岡
可
知
也
。
観
人
之
察
人
、
則
以
矯
不
識
也
。
夫
何
哉
?
是
故
能
識
同
髄
之
善
、
而
或
失
異
量
之
美
。
(
接
識
)
夫
質
有
至
有
違
、
若
至
勝
違
、
則
悪
情
奪
正
、
若
然
而
不
然
。
(
八
観
)
人
間
の
性
情
に
は
九
つ
の
偏
り
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
共
通
点
は
「
各
従
其
心
之
所
可
以
局
理
」
と
見
え
る
よ
う
に
自
分
自
身
の
是
非
基
準
を
人
物
判
断
の
基
準
と
し
、
客
観
的
な
社
会
の
是
非
基
準
を
疎
か
に
す
る
所
に
あ
る
。
こ
れ
は
「
以
性
犯
明
」
と
言
わ
れ
る
。
注
に
よ
る
と
、
こ
と
で
の
「
性
」
は
情
を
指
す
性
情
で
あ
る
。
ま
た
、
明
(
聡
明
)
は
真
性
か
ら
生
れ
、
情
が
明
に
勝
て
ば
、
本
性
の
在
り
方
が
崩
れ
て
性
情
の
不
足
に
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
間
に
共
通
す
る
も
う
一
つ
の
弱
点
は
「
自
以
局
知
人
」
で
あ
り
つ
つ
、
「
貌
人
之
察
人
、
則
以
矯
不
識
也
」
と
見
え
る
よ
う
に
他
人
が
人
聞
を
認
識
出
8
来
な
い
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
自
己
と
同
じ
性
格
を
持
つ
2
人
の
長
所
を
受
け
入
れ
、
違
う
性
格
を
持
つ
人
の
長
所
を
疎
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
「
有
至
有
違
」
と
見
え
る
よ
う
に
性
情
の
現
れ
方
に
は
「
至
」
と
「
違
」
と
の
区
別
が
あ
る
。
劉
部
は
そ
の
違
い
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
を
明
言
し
て
い
な
い
が
、
注
(
剛
質
無
欲
、
所
以
矯
至
。
食
情
或
勝
、
所
以
矯
違
)
に
よ
る
と
、
「
至
」
は
無
欲
の
状
態
で
あ
り
、
「
違
」
は
欲
望
を
縦
に
追
求
す
る
「
倉
情
」
の
状
態
で
あ
る
ら
し
い
。
も
し
、
こ
れ
が
正
し
げ
れ
ば
、
「
至
」
が
「
違
」
に
勝
て
ば
、
本
性
は
正
確
に
働
く
と
と
が
出
来
、
「
違
」
が
「
至
」
に
勝
て
ば
、
「
悪
情
奪
正
」
と
な
り
、
本
性
の
正
当
の
働
き
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
、
「
性
精
暢
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
流
に
七
似
有
り
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
若
乃
性
不
精
暢
、
則
流
有
七
似
。
有
漫
談
陳
説
、
似
有
流
行
者
。
有
理
少
多
端
、
似
若
博
意
者
。
有
廻
説
合
意
、
似
若
讃
解
者
。
有
慮
後
持
長
、
従
衆
所
安
、
似
能
嬉
断
者
。
有
避
難
不
膝
、
似
若
有
徐
而
寅
不
知
者
。
有
慕
適
口
解
、
似
悦
而
不
惇
者
。
有
因
勝
情
失
、
窮
而
稀
妙
、
鉄
則
椅
蹴
、
質
求
雨
解
、
似
理
不
可
屈
者
。
凡
此
七
似
、
衆
人
之
所
惑
也
。
(
材
理
)
夫
愛
善
疾
悪
、
人
情
所
常
。
有
不
明
質
、
或
疎
善
善
非
。
何
以
論
之
?
夫
普
非
者
、
雌
非
猶
有
所
是
。
以
其
所
是
、
順
己
所
長
、
則
不
自
覚
情
通
意
親
、
忽
忘
其
悪
。
善
人
錐
善
、
猶
有
所
乏
。
以
其
所
乏
、
不
明
己
長
。
以
其
所
長
、
軽
己
所
短
、
則
不
自
知
士
臨
時
中
気
遠
、
忽
忘
其
善
。
是
惑
於
愛
悪
者
也
。
(
七
謬
)
本
性
が
自
身
の
規
律
に
従
っ
て
順
調
に
働
か
な
け
れ
ば
、
七
つ
の
似
て
非
で
あ
る
仮
相
が
生
み
出
さ
れ
る
。
こ
の
仮
相
は
「
衆
人
之
所
惑
」
と
雪
一
一
回
う
よ
う
に
人
間
の
惑
う
原
因
で
あ
る
。
ま
た
、
本
性
の
「
愛
善
疾
悪
」
と
い
う
特
徴
を
正
し
く
働
か
せ
る
た
め
に
は
善
悪
と
い
っ
た
行
為
の
本
質
が
弁
明
さ
れ
な
同
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
「
殿
非
猶
有
所
是
」
や
「
善
人
難
善
、
猶
有
所
乏
」
と
い
っ
た
本
質
と
言
う
も
の
を
究
明
し
な
け
れ
ば
、
一
面
に
拘
れ
て
「
疎
善
普
非
」
と
い
う
結
果
に
な
り
う
る
の
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
是
・
非
、
華
同
・
悪
の
一
側
面
に
拘
っ
て
人
物
判
断
を
行
う
と
、
正
し
い
判
断
が
得
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
、
「
勢
に
申
座
あ
り
」
と
の
言
明
で
あ
る
。
夫
人
所
属
異
勢
、
勢
有
申
座
。
富
貴
遂
達
、
勢
之
申
也
。
貧
賎
窮
底
、
勢
之
麿
也
。
上
材
之
人
、
能
行
人
所
不
能
行
。
是
故
達
有
努
謙
之
稿
。
窮
有
著
明
之
節
。
中
材
之
人
、
則
随
世
損
益
。
是
故
蒋
富
貴
則
貨
財
充
於
内
、
施
恵
周
於
外
。
見
賂
者
、
求
可
栴
而
血
管
之
。
見
援
者
、
闘
小
美
而
大
之
。
雄
無
異
材
、
猶
行
成
市
名
立
。
慮
貧
賎
、
則
欲
施
而
無
財
、
欲
援
而
無
勢
。
親
戚
不
能
値
、
朋
友
不
見
演
。
分
義
不
復
立
、
恩
愛
浸
以
離
。
怨
望
者
並
至
、
関
非
者
日
多
。
雄
無
罪
尤
、
猶
無
故
而
膝
也
。
故
世
有
修
倹
、
名
由
進
退
。
天
下
皆
宮
、
則
清
貧
者
雌
音
、
必
無
委
頓
之
憂
。
且
有
僻
施
之
高
、
以
獲
築
名
之
利
。
皆
貧
則
求
俄
無
所
告
、
而
有
窮
乏
之
患
、
旦
生
部
苔
之
訟
。
是
故
鈎
材
而
進
有
輿
之
者
、
則
髄
益
而
茂
遂
。
私
理
卑
抑
有
累
之
者
、
則
微
降
而
梢
退
。
(
七
謬
)
事
実
に
即
し
て
考
え
る
と
、
人
間
の
置
か
れ
る
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
大
い
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
「
申
底
」
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現
す
れ
ば
、
「
富
貴
遂
達
、
勢
之
申
也
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
申
」
は
富
貴
と
通
達
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
「
貧
賎
窮
底
、
勢
之
座
也
」
と
あ
る
よ
う
に
「
座
」
は
貧
賎
と
不
足
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
申
座
」
刊
の
現
状
は
人
物
判
断
に
直
接
に
影
響
を
与
え
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
宮
川
貴
な
人
間
は
「
貨
財
充
於
内
」
と
い
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
施
恵
周
舵
於
外
」
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
う
し
た
ζ
と
に
よ
っ
て
他
人
か
伽
ら
良
い
評
判
が
得
ら
れ
、
結
果
的
に
「
行
成
而
名
立
」
と
い
う
こ
と
酬
に
な
る
。
一
方
、
貧
賎
の
人
聞
は
親
威
、
友
達
、
他
人
に
関
わ
ら
ず
人
「
欲
施
市
無
財
、
欲
援
而
無
勢
」
と
見
え
る
よ
う
に
他
者
を
助
け
よ
う
M
と
し
て
も
「
財
」
と
「
勢
」
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
実
行
出
は
来
ず
、
結
果
的
に
「
怨
望
者
並
至
、
蹄
非
者
日
多
」
と
見
え
る
よ
う
剖
に
怨
恨
と
批
判
が
相
次
い
で
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
貧
賎
の
人
聞
が
物
こ
う
し
た
事
情
を
憂
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
天
下
皆
富
、
[
則
清
貧
者
難
苦
、
必
無
委
頓
之
菱
」
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
劉
郁
は
富
の
社
会
に
対
す
る
有
用
性
を
強
く
感
じ
、
あ
る
意
味
で
経
済
が
道
徳
に
対
す
る
支
配
権
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
29 
彼
は
富
と
貴
、
貧
と
賎
と
を
そ
れ
ぞ
れ
並
べ
て
取
り
扱
い
、
富
と
貴
、
貧
と
賎
と
を
同
一
視
す
る
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
る
。
劉
部
当
時
の
現
状
に
基
づ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
成
立
す
る
が
、
こ
う
し
た
貴
賎
の
考
え
方
を
社
会
的
地
位
と
人
格
の
水
準
と
い
う
よ
り
広
い
範
囲
に
於
て
考
察
す
れ
ば
、
正
し
く
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
貧
と
富
と
は
経
済
的
な
現
状
に
関
わ
る
概
念
で
あ
り
、
貴
と
賎
と
は
社
会
的
地
位
と
人
格
の
水
準
に
関
わ
る
概
念
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
富
と
貴
、
貧
と
賎
と
は
常
に
統
一
す
る
も
の
で
は
な
く
、
貧
で
あ
っ
て
賞
で
あ
る
場
合
、
富
で
あ
っ
て
賎
で
あ
る
場
合
も
よ
く
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
劉
郁
の
場
合
に
は
貴
・
賎
を
決
定
す
る
基
準
は
富
・
貧
で
あ
る
の
だ
。
判
断
の
実
践
方
法
「
人
を
知
る
も
の
は
目
を
以
て
耳
を
正
す
」
き
て
、
以
上
述
べ
た
判
断
の
複
雑
性
に
於
て
判
断
の
具
体
的
な
操
作
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
「
人
の
長
す
る
所
を
梓
す
」
と
「
人
の
之
を
稀
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
劉
郡
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
材
性
は
偏
材
と
兼
材
で
あ
る
か
ら
、
人
物
判
断
の
実
践
を
行
う
に
当
っ
て
先
ず
第
一
歩
は
「
偏
」
と
「
兼
」
と
の
判
別
で
あ
る。
2 
其
局
人
也
、
務
以
流
数
梓
人
之
所
長
市
馬
之
名
目
、
如
是
兼
也
。
30 
如
陳
以
美
、
欲
人
格
之
、
不
欲
知
人
之
所
有
、
如
是
者
偏
也
。
不
欲
知
人
、
則
言
無
不
疑
。
(
接
識
)
「
将
人
之
所
長
」
と
は
他
人
の
長
所
を
発
揮
さ
せ
る
も
の
で
「
兼
」
と
言
い
、
「
欲
人
栴
之
」
と
は
自
分
が
他
人
に
褒
め
ら
れ
た
い
も
の
で
「
偏
」
と
言
う
。
前
者
は
他
人
を
中
心
と
し
、
後
者
は
自
己
を
中
心
と
す
る
。
他
人
を
中
心
と
す
る
な
ら
、
他
人
を
受
入
れ
る
「
兼
」
と
な
る
。
自
己
を
中
心
と
す
る
な
ら
、
自
己
に
傾
く
「
偏
」
と
な
る
。
次
に
、
「
長
有
る
も
の
は
必
ず
短
を
以
て
徴
と
矯
す
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。夫
偏
材
之
人
、
皆
有
所
短
。
故
直
之
失
也
、
許
。
剛
之
失
也
、
腐
。
和
之
失
也
、
儒
。
介
之
失
也
、
拘
。
夫
直
者
不
許
、
無
以
成
其
直
。
既
悦
其
直
、
不
可
非
其
許
。
許
也
者
、
直
之
徴
也
。
剛
者
不
属
、
無
以
済
其
剛
。
既
悦
其
剛
、
不
可
非
其
属
。
腐
也
者
、
剛
之
徴
也
。
和
者
不
儒
、
無
以
保
其
和
。
既
悦
其
和
、
不
可
非
其
儒
。
儒
也
者
、
和
之
徴
也
。
介
者
不
拘
、
無
以
守
其
介
。
既
悦
其
介
、
不
可
非
其
拘
。
拘
也
者
、
介
之
徴
也
。
然
有
短
者
、
未
必
能
長
也
。
有
長
者
、
必
以
短
矯
徴
。
是
故
翻
其
徴
之
所
短
、
市
其
材
之
所
長
可
知
也
。
(
八
観
)
「
偏
材
之
人
、
皆
有
所
短
」
と
あ
る
よ
う
に
偏
材
で
あ
る
人
聞
は
あ
る
短
所
を
持
つ
が
、
「
有
長
者
、
必
以
短
局
徴
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
長
短
は
常
に
同
時
に
存
在
す
る
。
ま
た
、
「
固
定
故
翻
其
徴
之
所
短
、
而
其
材
之
所
長
可
知
也
」
と
あ
る
よ
う
に
短
所
(
所
短
)
か
ら
長
所
(
所
長
)
を
見
つ
け
る
事
が
出
来
る
。
と
れ
は
人
を
正
し
く
判
断
す
る
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
乙
こ
で
動
態
的
に
判
断
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
も
の
と
の
関
係
に
於
て
判
断
の
実
践
結
果
か
ら
長
短
の
関
係
を
考
え
る
な
ら
、
長
短
は
相
互
補
完
の
関
係
を
有
し
、
互
い
の
存
在
に
支
え
ら
れ
、
互
い
の
存
在
が
な
げ
れ
ば
、
自
分
の
存
在
価
値
も
亡
く
な
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
「
人
を
知
る
も
の
は
目
を
以
て
耳
を
正
す
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
聞
く
こ
と
(
耳
)
と
看
る
こ
と
(
目
)
と
は
人
物
判
断
を
行
う
主
要
な
方
法
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
比
べ
る
と
、
看
る
こ
と
は
聞
く
こ
と
よ
り
も
重
要
で
あ
る
の
だ
。
然
徴
質
不
明
者
、
信
耳
而
不
敢
信
目
。
故
人
以
矯
是
、
則
心
随
而
明
之
。
人
以
矯
非
、
則
意
陣
而
化
之
。
雄
無
所
嫌
、
意
若
不
疑
。
且
人
察
物
、
亦
自
有
誤
。
愛
憎
兼
之
、
其
情
寓
原
。
不
暢
其
本
、
胡
可
必
信
。
是
故
知
人
者
、
以
目
正
耳
。
不
知
人
者
、
以
耳
敗
目
。
(
七
鯵
)
夫
純
許
性
違
、
不
能
公
正
。
依
許
似
直
、
以
許
許
善
。
純
宕
似
流
、
不
能
通
道
。
依
宕
似
通
、
行
倣
過
節
。
故
田
、
直
者
亦
許
、
許
者
亦
許
、
其
許
則
問
、
其
所
以
局
許
則
異
。
適
者
亦
宕
、
宕
者
亦
宕
、
其
宕
則
問
、
其
所
以
矯
宕
則
異
。
然
則
何
以
別
之
?
直
而
能
温
者
、
徳
也
。
直
市
好
許
者
、
偏
也
。
許
而
不
置
者
、
依
也
。
道
而
能
節
者
、
通
也
。
通
而
時
過
者
、
偏
也
。
宕
而
不
節
者
、
依
也
。
偏
之
輿
依
、
志
向
質
違
、
所
謂
似
是
而
非
也
。
•• 
亦
有
似
非
市
是
者
。
大
権
、
似
姦
市
有
功
。
大
智
、
似
愚
而
内
明
。
博
愛
、
似
虚
而
寅
厚
。
正
-
=
一
一
回
、
似
許
而
情
忠
。
夫
察
似
明
非
、
御
情
之
反
。
有
似
理
訟
、
其
質
難
別
也
。
非
天
下
之
至
精
、
其
執
能
得
其
賞
。
故
聴
言
信
貌
、
或
失
其
虞
。
諸
情
御
反
、
或
失
其
賢
。
賢
否
之
察
、
寅
在
所
依
。
(
八
観
)
「
徴
質
不
明
者
」
と
言
う
偏
材
は
「
信
耳
而
不
敢
信
目
」
と
見
え
る
よ
う
に
他
人
の
批
評
を
信
じ
、
あ
え
て
自
分
の
目
で
見
た
こ
と
を
信
じ
な
い
。
「
信
耳
」
な
ら
、
自
然
に
他
人
の
是
非
基
準
を
判
断
の
基
準
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
E
人
察
物
、
亦
自
有
誤
」
と
あ
る
よ
う
に
他
人
は
制
過
ち
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
「
不
暢
其
本
、
胡
可
必
信
」
け
と
見
え
る
よ
う
に
事
物
の
真
相
を
究
明
し
な
け
れ
ば
、
信
ず
る
こ
と
膨
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
信
用
出
来
る
た
め
の
一
番
良
い
方
法
と
し
伽
て
は
「
以
目
正
耳
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
自
ら
の
検
証
が
強
調
さ
れ
る
。
州
さ
ら
に
、
現
実
の
中
に
は
是
に
似
て
非
で
あ
り
、
非
に
似
て
是
で
あ
ル
MLP人
る
現
象
は
常
に
あ
る
。
前
者
は
「
偏
」
(
直
而
好
許
)
と
「
依
」
(
許
泊
而
不
直
)
な
ど
で
あ
り
、
後
者
は
「
博
愛
」
(
似
虚
而
質
厚
)
な
ど
で
は
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
「
聴
言
信
貌
、
或
失
其
員
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
剖
表
面
の
現
象
(
言
・
貌
)
だ
け
に
頼
る
の
は
事
物
の
本
質
を
失
い
か
物
ね
な
い
。
事
物
の
真
相
を
把
握
す
る
た
め
に
は
表
面
現
象
に
止
ま
ら
[
ず
、
現
象
が
そ
の
実
質
に
合
う
か
否
か
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
3
最
後
に
、
「
徴
神
貌
に
見
は
る
れ
ば
、
則
ち
情
自
に
殺
す
」
と
も
言
う
。
劉
郁
に
よ
れ
ば
、
人
間
内
心
の
感
情
は
容
貌
、
声
色
等
を
通
じ
て
表
れ
る
の
で
あ
る
。
故
其
剛
柔
明
暢
貞
固
之
徴
、
著
乎
形
容
、
見
乎
聾
色
、
震
乎
情
味
、
各
如
其
象
。
故
心
質
亮
直
、
其
儀
勤
固
。
心
質
休
決
、
其
儀
進
猛
。
心
質
平
理
、
其
儀
安
閑
。
夫
儀
動
成
容
、
各
有
態
度
。
宜
容
之
動
、
矯
矯
行
行
。
休
容
之
動
、
業
業
捻
鎗
。
徳
容
之
動
、
願
顕
卯
卯
。
夫
容
之
動
作
、
愛
乎
心
気
、
心
気
之
徴
、
則
聾
嬰
是
也
。
夫
気
合
成
撃
、
援
態
律
呂
。
有
和
平
之
聾
、
有
清
暢
之
聾
、
有
回
街
之
撃
。
夫
聾
暢
於
気
、
則
寅
存
貌
色
。
故
誠
仁
、
必
有
温
柔
之
色
。
誠
勇
、
必
有
弘
打
奮
之
色
。
誠
智
、
必
有
明
達
之
色
。
夫
色
見
於
貌
、
所
謂
徴
神
。
徴
神
見
貌
、
則
情
聴
虫
於
目
。
(
九
徴
)
夫
人
厚
貌
深
情
ぺ
将
欲
求
之
、
必
観
其
僻
回
目
、
察
其
熔
賛
。
夫
観
其
僻
旨
、
猶
聴
音
之
善
醜
。
察
其
臆
賛
、
猶
視
智
之
能
否
也
。
故
観
僻
察
慮
、
足
以
互
相
別
識
。
・
:
故
目
、
凡
事
不
度
、
必
有
其
故
。
憂
患
之
色
、
乏
而
且
荒
。
疾
疲
之
色
、
統
市
垢
雑
。
喜
色
愉
然
以
惇
、
憧
色
腐
然
以
揚
。
妬
惑
之
色
、
冒
昧
無
常
、
及
其
動
作
、
蓋
並
言
辞
。
是
故
其
言
甚
惇
、
市
精
色
不
従
者
、
中
有
違
也
。
其
言
有
遠
、
而
精
色
可
信
者
、
僻
不
敏
也
。
一
言
未
設
而
怒
色
先
見
者
、
意
償
溢
也
。
言
一
将
震
而
怒
気
送
之
者
、
強
所
不
然
也
。
凡
此
之
類
、
徴
見
於
外
、
不
可
奄
違
。
難
欲
違
之
、
精
色
不
従
。
感
阻
円
以
明
、
離
饗
可
知
。
是
故
翻
其
感
措
置
而
常
度
之
2
情
可
知
。
(
八
翻
)
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「
剛
柔
明
暢
貞
固
」
と
い
っ
た
内
在
の
感
情
が
容
貌
、
声
色
等
を
通
し
て
表
れ
る
と
、
様
々
な
特
徴
が
出
て
く
る
。
例
え
ば
、
「
心
質
亮
直
、
其
儀
勤
図
。
心
質
休
決
、
其
儀
進
猛
。
心
質
平
理
、
其
儀
安
閑
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
夫
容
之
動
作
、
震
乎
心
気
、
心
気
之
徴
、
則
聾
嬰
是
也
」
・
「
夫
色
見
於
貌
、
所
謂
徴
神
。
徴
神
見
貌
、
則
情
愛
於
目
」
と
の
記
述
か
ら
眼
中
に
感
情
を
表
し
、
声
の
中
に
感
情
を
有
す
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。
人
間
は
「
徴
見
於
外
」
だ
か
ら
、
「
不
可
奄
違
」
な
の
だ
。
そ
れ
故
に
、
「
観
其
感
鐙
而
常
度
之
情
可
知
」
と
見
え
る
よ
う
に
人
の
反
応
か
ら
そ
の
人
の
常
の
感
情
が
見
出
さ
れ
る
。
人
物
判
断
に
於
て
「
観
僻
察
腰
、
足
以
互
相
別
識
」
は
重
要
な
方
法
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
こ
で
の
「
観
僻
」
は
言
葉
に
対
す
る
考
察
を
指
し
、
「
察
感
」
は
行
為
が
そ
の
言
葉
に
合
っ
て
い
る
か
否
か
の
考
察
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
人
物
判
断
の
実
践
に
於
て
劉
部
は
そ
の
複
雑
性
に
注
目
す
る
。
人
間
は
自
分
自
身
の
是
非
基
準
を
判
断
の
基
準
と
し
、
ま
た
、
似
て
非
で
あ
る
現
象
と
富
貴
、
貧
賎
等
が
直
接
に
判
断
に
影
響
を
与
え
る
。
そ
し
て
、
短
所
か
ら
長
所
を
見
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
所
と
短
所
と
は
互
い
に
助
け
合
う
の
で
あ
る
か
ら
、
長
所
を
重
視
す
る
と
共
に
、
短
所
を
も
見
極
め
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
を
強
調
す
る
。
更
に
判
断
者
自
ら
の
検
証
を
重
視
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
四
人
物
判
断
の
人
格
序
列
さ
て
、
人
物
判
断
の
実
践
結
果
と
一
定
の
基
準
と
に
よ
っ
て
人
格
序
列
が
見
え
て
来
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
人
格
序
列
を
正
し
く
判
定
す
る
た
め
に
は
人
間
内
在
の
材
性
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
劉
郁
は
考
え
て
い
る
。
必
也
聴
能
聴
序
、
思
能
造
端
、
明
能
見
機
、
僻
能
縛
意
、
捷
能
撮
失
、
守
能
待
攻
、
攻
能
奪
守
、
奪
能
易
予
。
兼
此
八
者
、
然
後
乃
能
通
於
天
下
之
理
。
通
於
天
下
之
理
、
則
能
通
人
実
。
:
:
適
材
之
人
、
既
兼
此
八
材
、
行
之
以
道
。
輿
通
人
言
、
則
同
解
而
心
職
。
奥
衆
人
言
、
則
察
色
而
順
性
。
雄
明
包
衆
理
、
不
以
尚
人
。
聴
叡
資
給
、
不
以
先
人
。
善
言
出
己
、
理
足
則
止
。
部
誤
在
人
、
過
而
不
迫
。
写
人
之
所
懐
、
扶
人
之
所
能
。
不
以
事
類
犯
人
之
所
姻
、
不
以
雪
一
同
例
及
己
之
所
長
。
説
直
説
襲
、
無
所
畏
悪
。
采
虫
聾
之
善
音
、
質
愚
人
之
偶
得
。
奪
輿
有
宜
、
去
就
不
留
。
方
其
盛
気
、
折
謝
不
悟
。
方
其
勝
難
、
勝
而
不
払
打
。
心
平
志
論
、
無
適
無
莫
、
期
於
得
道
而
己
実
。
是
可
輿
論
経
世
而
理
物
也
。
(
材
理
)
凡
偏
材
之
人
、
皆
一
味
之
美
。
故
長
於
緋
一
宮
、
而
短
於
矯
一
園
。
何
者
?
夫
一
官
之
任
、
以
一
味
協
五
味
。
一
園
之
政
、
以
無
味
和
五
味
。
:
:
故
或
能
雷
同
市
不
能
行
、
或
能
行
而
不
能
一
言
。
至
於
園
髄
之
人
、
能
言
能
行
、
故
矯
衆
材
之
僑
也
。
(
材
能
)
大
ま
か
に
言
え
ば
、
人
間
の
材
性
に
は
偏
材
と
適
材
(
兼
材
)
が
あ
る
。
偏
材
と
は
あ
る
商
に
だ
げ
勝
れ
た
才
能
を
持
つ
者
を
い
う
。
通
材
と
は
あ
ら
ゆ
る
面
に
勝
れ
た
才
能
を
持
つ
者
を
い
う
。
適
材
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
聴
能
聴
序
、
思
能
造
端
、
明
能
見
機
、
僻
能
嬬
意
、
捷
能
撮
失
、
守
能
待
攻
、
攻
能
奪
守
、
奪
能
易
予
」
と
い
っ
た
八
つ
の
才
能
を
持
ち
、
天
下
の
理
と
人
聞
に
相
通
じ
、
行
為
を
行
う
に
は
「
行
之
以
道
」
・
「
得
道
而
己
」
と
見
え
る
よ
う
に
道
に
従
う
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
、
自
己
自
身
に
於
て
ま
ず
は
「
善
言
出
己
、
理
足
則
止
」
と
言
う
よ
う
に
適
度
で
あ
る
こ
と
を
追
求
し
、
中
庸
と
い
う
特
和
色
が
見
え
る
。
次
は
「
奪
輿
有
宜
」
と
言
う
よ
う
に
受
与
に
一
定
の
川
準
則
(
宜
)
を
守
る
。
自
他
関
係
に
於
て
ま
ず
「
察
色
而
順
性
」
と
駅
見
え
る
よ
う
に
他
人
を
し
っ
か
り
見
た
上
で
他
人
の
本
性
に
従
い
、
伽
他
人
に
重
心
を
置
い
て
行
為
を
行
う
。
次
に
「
雄
明
包
衆
理
、
不
以
捌
尚
人
。
聴
叡
資
給
、
不
以
先
人
」
と
あ
る
よ
う
に
適
材
自
身
が
理
を
人
明
ら
か
に
認
識
し
つ
つ
も
、
他
人
に
街
わ
ず
、
智
恵
を
持
ち
つ
つ
も
、
日
他
人
よ
り
先
に
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
し
て
、
「
都
誤
在
人
、
過
而
ぱ
不
迫
」
と
見
る
よ
う
に
他
人
の
過
ち
に
対
し
て
寛
容
の
態
度
を
取
り
、
副
他
人
を
追
求
し
な
い
。
ま
た
、
「
写
人
之
所
懐
、
扶
人
之
所
能
」
と
言
物
う
よ
う
に
他
人
の
考
え
に
配
慮
す
る
と
共
に
、
他
人
の
能
力
を
発
揮
L
さ
せ
成
就
さ
せ
る
。
更
に
「
不
以
事
類
犯
人
之
所
姻
、
不
以
言
例
及
3
己
之
所
長
」
と
見
え
る
よ
う
に
他
人
の
好
み
に
違
わ
ず
、
自
分
の
長
3
所
に
言
及
し
な
い
。
最
後
に
、
「
去
就
不
留
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
去
就
に
当
っ
て
そ
の
決
定
権
を
他
人
に
全
て
与
え
る
の
で
あ
る
二
方
、
偏
材
は
「
偏
材
之
人
、
皆
一
味
之
美
」
と
言
う
よ
う
に
あ
る
面
の
特
長
を
持
ち
、
「
能
言
而
不
能
行
、
或
能
行
而
不
能
言
一
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
言
と
行
の
い
ず
れ
か
一
方
を
行
う
こ
と
は
出
来
る
が
、
ニ
者
を
共
に
は
行
え
な
い
。
政
治
に
於
て
こ
う
し
た
人
は
「
長
於
那
一
官
、
而
短
於
第
一
園
」
と
あ
る
よ
う
に
あ
る
官
職
に
は
相
応
し
い
が
、
園
を
治
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
、
官
職
の
履
行
実
践
は
「
以
一
味
協
五
味
」
と
い
う
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
治
に
於
て
適
材
は
「
園
鶴
之
人
」
で
あ
り
、
「
能
一
一
百
能
行
」
と
一
盲
わ
れ
る
よ
う
に
言
・
行
を
共
に
は
行
え
る
。
政
治
の
実
践
は
「
以
無
味
和
五
味
」
と
い
う
行
為
で
あ
る
の
だ
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
偏
材
の
「
以
一
味
協
五
味
」
と
適
材
の
「
以
無
味
和
五
味
」
は
文
字
通
り
違
う
概
念
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
「
一
味
」
と
「
無
味
」
、
「
協
」
と
「
和
」
で
あ
る
。
偏
材
の
行
為
に
於
て
は
「
一
味
」
、
す
な
わ
ち
偏
材
自
身
が
あ
る
特
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
重
心
と
な
る
。
他
の
五
味
に
関
わ
る
時
に
た
だ
混
ざ
る
に
止
ま
り
、
自
分
の
味
を
無
く
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
故
に
混
ぜ
ら
れ
た
味
の
中
に
自
分
の
味
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
形
だ
け
の
混
入
で
あ
り
、
本
質
的
な
調
和
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
「
協
」
と
言
う
。
適
材
の
行
為
に
於
て
は
「
無
味
」
こ
そ
が
重
心
と
な
る
。
「
無
味
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
五
味
を
混
入
し
た
ら
、
自
分
の
味
も
存
在
し
て
い
な
い
、
つ
ま
り
、
自
分
は
完
全
に
五
味
に
融
和
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
々
自
分
が
味
を
持
っ
て
い
な
い
4
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
「
和
」
と
言
う
。
す
る
と
、
「
協
」
3
と
「
和
」
と
は
政
治
の
実
践
を
通
し
て
偏
材
と
通
材
の
働
き
方
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
で
は
、
劉
郁
は
ど
う
い
う
人
格
序
列
を
持
ち
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
人
l
「
人
の
己
に
順
わ
ん
こ
と
を
欲
す
る
」
先
ず
、
劉
郁
は
「
自
盆
の
損
矯
る
を
知
ら
ず
」
と
一
百
う
。
「
彼
君
子
知
自
損
之
矯
盆
、
故
功
一
而
美
一
一
。
小
人
不
知
自
盆
之
魚
損
、
故
一
伐
而
並
失
」
(
稗
争
)
に
よ
れ
ば
、
「
自
損
」
は
損
で
あ
る
が
、
他
人
か
ら
の
怨
恨
と
嫉
妬
と
を
引
起
こ
し
難
い
か
ら
、
結
果
的
に
「
功
一
而
美
ニ
」
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
自
損
」
に
よ
っ
て
自
ら
の
求
め
る
行
為
を
実
現
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
名
声
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
自
盆
」
は
益
で
あ
る
が
、
他
人
か
ら
の
怨
恨
を
引
起
こ
し
ゃ
す
い
か
ら
、
結
果
的
に
ご
伐
而
並
失
」
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
自
盆
」
に
よ
っ
て
は
行
為
を
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
う
え
に
、
名
声
も
得
ら
れ
な
い
。
小
人
は
こ
う
し
た
道
理
を
知
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
損
失
が
次
か
ら
次
へ
と
現
れ
る
。
次
に
、
「
功
を
狩
り
て
能
を
伐
り
、
好
く
以
て
人
を
陵
ぐ
」
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
。
彼
小
人
則
不
然
。
持
功
伐
能
、
好
以
陵
人
、
是
以
在
前
者
人
豊
田
之
、
有
功
者
人
毅
之
、
鍛
敗
者
人
幸
之
。
是
故
並
轡
争
先
、
而
l 
不
能
相
奪
。
雨
頓
倶
折
、
而
局
後
者
所
趨
。
由
是
論
之
、
手
譲
之
途
、
其
別
明
失
。
然
好
勝
之
人
、
猶
謂
不
然
。
以
在
前
魚
速
鋭
、
以
慮
後
局
留
滞
、
以
下
衆
矯
卑
屈
、
以
踊
等
矯
巽
傑
、
以
諜
敵
馬
廻
辱
、
以
陵
上
属
高
属
。
是
故
抗
奮
遂
往
、
不
能
自
反
也
。
夫
以
抗
遇
賢
、
必
見
遜
下
。
以
抗
遇
暴
、
必
構
敵
難
。
敵
難
既
構
、
則
是
非
之
理
必
溜
而
難
明
。
溜
市
難
明
、
則
其
輿
自
段
何
以
異
哉
?
且
人
之
段
己
、
皆
措
置
怨
憾
而
捕
誕
生
畳
也
。
必
依
託
於
事
、
飾
成
端
末
。
其
於
聴
者
雄
不
意
信
、
猶
半
以
矯
然
也
。
己
之
校
報
、
亦
又
如
之
。
終
其
所
婦
、
亦
各
有
半
。
信
著
於
遠
近
也
。
然
則
交
気
疾
争
者
、
震
易
口
而
自
殺
也
。
並
鯨
競
説
者
、
矯
貸
手
以
自
殿
、
潟
惑
謬
、
宣
不
甚
哉
。
然
原
其
所
由
、
宣
有
弱
自
厚
責
、
以
致
同
盟
訟
者
乎
?
皆
由
内
恕
不
足
、
外
望
不
己
。
或
怨
彼
軽
我
、
或
疾
彼
勝
己
。
(
稗
争
)
「
争
譲
之
途
」
に
於
て
小
人
は
争
い
を
た
っ
と
ぶ
の
で
あ
る
。
「
持
功
伐
能
、
好
以
陵
人
」
と
、
自
己
の
才
能
を
街
い
、
他
人
を
凌
駕
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
人
間
の
普
通
の
感
情
は
「
在
前
者
人
害
之
、
有
功
者
人
段
之
、
段
敗
者
人
幸
之
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
害
之
」
・
「
段
之
」
と
は
相
手
が
「
在
前
」
・
「
有
功
」
で
あ
る
か
ら
だ
。
「
幸
之
」
と
は
相
手
が
「
毅
敗
」
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
故
に
、
争
い
を
た
っ
と
ぶ
こ
と
の
結
果
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
争
い
を
た
っ
と
ぶ
小
人
は
こ
う
し
た
道
理
を
理
解
出
来
ず
、
「
以
在
前
局
速
鋭
、
以
慮
後
局
留
滞
、
以
下
衆
鋳
卑
屈
、
以
厩
等
矯
異
傑
、
以
譲
敵
震
廻
辱
、
以
陵
上
矯
高
腐
」
と
い
う
考
え
を
持
ち
、
結
果
的
に
は
「
抗
奮
遂
往
、
不
能
自
反
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
結
果
に
な
る
原
因
は
「
内
恕
不
足
、
外
望
不
己
」
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
或
怨
彼
経
我
、
或
疾
彼
勝
己
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
争
い
を
た
っ
と
び
、
他
人
を
凌
駕
す
る
こ
と
を
好
む
か
ら
こ
そ
、
他
人
か
ら
の
「
軽
我
」
・
「
勝
己
」
に
対
し
て
怨
恨
や
嫉
妬
を
抱
く
の
で
あ
る
。
他
人
の
立
場
に
立
っ
て
自
分
自
身
の
不
足
を
見
極
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
最
後
に
「
人
の
己
に
順
わ
ん
こ
と
を
欲
す
る
」
と
の
言
明
で
あ
る
。
小
人
不
能
忍
小
念
之
故
、
終
有
赫
赫
之
敗
辱
。
怨
在
微
而
下
之
、
和
猶
可
以
矯
謙
徳
也
。
同
盟
在
萌
市
争
之
、
則
禍
成
而
不
救
失
。
(
稗
{
争
)
田
川
小
人
則
不
然
。
既
不
見
機
、
而
欲
人
之
順
己
、
以
伴
愛
敬
局
見
伽
異
、
以
偶
滋
会
痘
盤
、
有
犯
其
機
、
則
深
以
局
怨
。
(
八
貌
)
糊
小
人
は
事
物
の
「
微
」
・
「
萌
」
と
い
っ
た
状
態
に
於
て
「
下
之
」
と
人
「
宇
之
」
と
い
う
こ
つ
の
行
為
の
い
ず
れ
の
在
り
方
を
と
る
か
に
よ
っ
一
日
て
「
謙
徳
」
と
「
禍
成
而
不
救
」
と
い
っ
た
二
つ
の
全
く
違
う
結
果
は
に
縄
ひ
付
く
乙
と
を
知
ら
な
い
、
だ
か
ら
、
小
さ
な
怨
恨
を
忍
耐
出
制
来
な
い
で
、
結
果
的
に
大
き
な
失
敗
を
招
く
の
だ
。
そ
の
原
因
は
小
物
人
が
他
人
の
自
分
自
身
に
随
順
す
る
行
為
を
望
む
か
ら
で
あ
り
、
こ
L
う
し
た
行
動
の
出
発
点
と
中
心
と
は
自
己
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
5
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
自
益
」
・
「
陵
人
」
・
「
順
己
」
は
い
3
ず
れ
も
自
己
中
心
論
、
即
ち
自
己
本
位
主
義
を
表
し
て
お
り
、
自
己
を
他
人
に
凌
駕
さ
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
自
然
に
自
他
関
係
の
調
和
を
乱
す
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
小
人
の
材
性
は
偏
材
な
の
で
あ
る
。
君
子
|
「
犯
し
て
校
せ
ず
」
小
人
に
比
べ
る
と
、
君
子
は
実
践
方
法
に
於
て
「
不
手
」
に
従
う
と
共
に
、
自
他
関
係
に
於
て
「
犯
市
不
校
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
他
人
に
よ
る
侵
犯
を
忍
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
物
勢
之
反
」
を
深
く
追
究
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
ず
、
「
物
勢
の
反
」
と
の
言
明
で
あ
る
。
物
勢
之
反
、
乃
君
子
所
謂
道
也
。
是
故
君
子
知
屈
之
可
以
魚
伸
、
故
含
辱
而
不
鮮
。
知
卑
譲
之
可
以
勝
敵
、
故
下
之
而
不
疑
。
及
其
終
極
、
乃
縛
禍
而
矯
福
、
周
錐
而
国
同
友
。
使
怨
鱗
不
延
於
後
嗣
、
而
美
名
宣
於
無
窮
。
君
子
之
道
量
不
裕
乎
?
且
君
子
能
受
織
微
之
小
嫌
、
故
無
愛
闘
之
大
訟
。
(
担
仲
苧
)
「
物
勢
之
反
」
は
事
物
に
お
け
る
順
不
順
、
幸
不
幸
等
が
不
変
的
な
も
の
で
は
な
く
、
相
対
的
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。
と
れ
は
君
子
の
「
道
」
で
あ
右
。
つ
ま
り
、
君
子
は
「
屈
之
可
以
矯
伸
、
故
含
辱
市
不
鮮
」
と
見
え
る
よ
う
に
「
屈
」
と
「
伸
」
の
関
係
を
明
ら
か
に
認
識
し
た
上
で
「
含
辱
市
不
鮮
」
と
い
う
行
為
を
取
り
、
ま
た
、
「
知
卑
譲
之
可
以
勝
敵
、
故
下
之
而
不
疑
」
と
見
え
る
よ
う
に
「
卑
譲
」
と
「
勝
敵
」
の
関
係
を
了
解
し
た
上
で
疑
わ
ず
に
「
下
之
」
と
い
う
謙
遜
の
行
為
を
2 
6
取
る
。
こ
う
し
た
実
践
の
結
果
、
禍
が
福
に
変
わ
り
、
仇
が
友
に
変
3
わ
る
。
こ
れ
は
子
孫
に
幸
福
を
与
え
る
と
共
に
、
名
を
千
古
に
垂
れ
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
「
犯
し
て
校
せ
ず
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
人
間
関
係
に
於
て
劉
郁
は
「
是
以
君
子
接
物
、
犯
而
不
校
。
不
校
則
無
不
敬
下
、
所
以
避
其
害
也
」
(
八
観
)
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
他
人
に
よ
る
侵
犯
行
為
に
対
し
て
一
つ
一
つ
対
抗
す
る
こ
と
な
く
、
か
え
っ
て
謙
遜
の
態
度
を
他
人
に
と
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
他
人
か
ら
来
る
傷
害
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
「
邸
中
に
敢
え
て
儀
準
を
越
え
ず
、
志
に
敢
え
て
軌
等
を
凌
が
ず
」
と
も
言
う
。
「
是
以
君
子
準
不
敢
越
儀
準
、
志
不
敢
凌
軌
等
、
内
勤
己
以
白
酒
、
外
謙
譲
以
敬
憾
。
是
以
怨
難
不
在
於
身
、
而
楽
福
通
於
長
久
也
」
(
担
仲
争
)
に
よ
れ
ば
、
社
会
の
道
徳
準
則
に
対
し
て
君
子
は
敢
え
て
逸
脱
し
凌
駕
す
る
こ
と
が
な
い
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
自
分
自
身
に
対
し
て
勤
勉
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
を
成
就
し
、
他
人
に
対
し
て
謙
遜
の
行
為
を
取
り
、
終
始
他
人
を
尊
敬
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
警
戒
と
恐
れ
を
養
成
す
る
。
そ
れ
故
に
、
幸
福
が
充
足
し
、
災
難
が
遠
く
離
れ
て
い
く
。
で
は
、
君
子
は
勝
利
を
求
め
る
向
上
心
を
全
く
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
う
か
。
も
と
よ
り
、
そ
う
で
は
な
い
。
君
子
之
求
勝
也
、
以
推
譲
局
利
鋭
、
以
自
修
矯
棚
櫓
、
静
則
閉
螺
淑
之
玄
門
、
動
則
由
恭
順
之
通
路
。
是
以
戟
勝
而
争
不
形
、
敵
服
市
怨
不
構
。
若
然
者
、
悔
怯
不
存
於
聾
色
、
夫
何
穎
争
之
有
哉
?
彼
頴
苧
者
、
必
自
以
局
賢
人
、
市
人
以
潟
険
談
者
。
賓
無
険
徳
、
則
無
可
鍛
之
義
。
若
信
有
険
徳
、
又
何
可
奥
訟
乎
?
険
而
輿
之
訟
、
是
押
児
而
捜
虎
、
其
可
乎
?
怒
而
筈
人
、
亦
必
失
。
《
易
》
目
、
険
而
違
者
、
訟
。
訟
、
必
伺
衆
起
。
《
老
子
V
目、
夫
惟
不
争
、
故
天
下
莫
能
輿
之
字
。
是
故
君
子
以
争
途
之
不
可
由
也
。
(
穆
苧
)
彼
君
子
知
自
損
之
局
盆
、
故
功
一
而
美
二
。
小
人
不
知
自
盆
之
局
損
、
故
一
伐
而
並
失
。
由
此
論
之
、
則
不
伐
者
、
伐
之
也
。
不
争
者
、
善
之
也
。
譲
敵
者
、
勝
之
也
。
下
衆
者
、
上
之
也
。
君
子
誠
能
額
手
途
之
名
除
、
独
乗
一
一
向
於
玄
路
、
則
光
障
燥
而
日
新
、
徳
盤
倫
於
古
人
奏
。
(
稗
苧
)
君
子
は
勝
利
を
求
め
る
向
上
心
を
有
し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
方
法
と
し
て
、
自
他
関
係
に
於
て
「
推
譲
」
を
守
り
、
自
己
自
身
に
於
て
「
自
修
」
と
い
う
行
為
を
取
る
。
こ
う
し
て
争
う
こ
と
な
く
勝
利
を
求
め
、
敗
れ
た
人
に
も
怨
恨
を
生
み
出
さ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
老
子
』
の
ぺ
夫
惟
不
争
、
故
天
下
莫
能
輿
之
範
」
か
ら
す
る
と
、
争
わ
な
い
の
は
勝
利
を
実
現
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ
り
、
争
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
勝
利
は
出
来
な
い
。
そ
し
て
、
実
践
結
果
か
ら
考
え
る
と
、
「
不
伐
」
に
よ
っ
て
「
伐
之
」
と
な
り
、
「
不
手
」
に
よ
っ
て
「
争
之
」
と
な
り
、
「
議
敵
」
に
よ
っ
て
「
勝
之
」
と
な
り
、
「
下
衆
」
に
よ
っ
て
「
上
之
」
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
故
に
、
君
子
は
そ
う
し
た
道
理
を
深
く
認
知
し
、
玄
妙
な
る
争
わ
な
い
道
に
独
走
す
る
の
で
あ
る
。
「
不
争
」
は
君
子
の
人
格
の
根
本
的
な
特
徴
で
あ
る
。
自
他
関
係
に
於
て
自
己
修
養
を
行
い
な
が
ら
他
人
を
尊
敬
し
、
自
己
の
利
益
よ
り
も
他
人
の
利
益
を
優
先
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
和
を
保
ち
、
自
分
を
不
敗
の
境
地
に
立
た
せ
る
の
は
こ
う
し
た
特
徴
の
具
現
で
あ
る
。
自
分
自
身
を
保
全
す
る
こ
と
が
こ
う
し
た
行
為
の
出
発
点
で
あ
る
。
3
聖
人
|
「
理
を
窮
め
て
性
を
尽
く
す
」
先
ず
、
劉
郡
は
「
聖
の
構
局
る
は
智
の
極
明
を
明
ら
か
に
す
」
と
言
う
。
先
に
見
た
よ
う
に
仁
義
礼
智
信
の
五
常
の
中
で
「
智
」
は
統
制
帥
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
智
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
聖
川
人
は
他
の
人
格
に
比
べ
勝
れ
た
人
格
で
あ
る
。
駅
凡
人
之
質
量
、
中
和
最
貴
突
。
中
和
之
質
、
必
平
淡
無
味
、
故
伽
能
調
成
五
材
、
蟹
化
臆
節
。
是
故
観
人
察
質
、
必
先
察
其
平
淡
、
捌
而
後
求
其
聴
明
。
聴
明
者
、
陰
陽
之
精
。
陰
陽
清
和
、
刻
中
叡
人
外
明
。
聖
人
一
一
浮
耀
、
能
兼
二
美
、
知
微
知
章
、
自
非
聖
人
、
莫
M
能
爾
遂
。
故
明
白
之
士
逮
動
之
機
、
而
暗
於
玄
慮
。
玄
慮
之
人
岨
識
静
之
原
、
而
困
於
速
捷
。
猶
火
日
外
照
、
不
能
内
見
。
金
水
制
内
映
、
不
能
外
光
。
二
者
之
義
、
蓋
陰
陽
之
別
也
。
(
九
徴
)
物
是
故
鈎
材
而
好
準
、
明
者
矯
師
。
比
力
而
字
、
智
者
矯
雄
。
等
[
徳
而
替
、
達
者
栴
聖
。
聖
之
矯
稿
、
明
智
之
極
明
也
。
(
八
観
)
情
性
之
理
、
甚
微
而
玄
、
非
聖
人
之
察
、
其
執
能
究
之
哉
1
(
九
徴
)
37 
人
聞
は
「
元
こ
の
気
を
本
質
と
し
、
そ
の
性
質
は
陰
陽
の
気
を
受
げ
る
乙
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
生
れ
な
が
ら
既
に
大
別
し
て
二
種
の
人
聞
が
あ
る
。
一
つ
は
陽
気
を
多
く
受
入
れ
て
お
り
、
「
動
」
の
道
理
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
明
白
之
士
」
と
言
わ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
陰
気
を
多
く
受
入
れ
て
お
り
、
「
静
」
の
道
理
を
十
全
に
認
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
玄
慮
之
人
」
と
称
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
二
種
の
人
聞
は
各
自
独
自
な
才
能
を
持
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
材
性
は
偏
っ
て
い
る
。
一
方
、
聖
人
は
中
和
と
雪
一
同
わ
れ
る
最
も
貴
い
特
性
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
平
淡
無
味
の
働
き
を
成
し
遂
げ
つ
つ
あ
り
、
平
淡
無
味
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「
調
成
五
材
、
愛
化
臆
節
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
偏
材
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
動
止
や
出
処
と
い
っ
た
行
為
を
行
う
時
に
「
節
」
・
「
宜
」
な
ど
の
規
則
に
従
う
の
で
あ
る
。
聖
人
は
「
一
一
美
」
を
有
し
「
知
微
知
章
」
が
出
来
る
。
こ
こ
で
の
「
ニ
美
」
と
は
「
聴
明
者
、
陰
陽
之
精
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
陰
陽
の
精
神
を
意
味
す
る
聡
明
で
あ
る
。
聖
人
は
「
明
白
之
土
」
と
「
玄
慮
之
人
」
の
才
能
を
共
に
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
人
の
性
質
の
中
に
は
陰
陽
と
五
行
な
ど
の
成
分
が
多
少
の
差
が
な
く
、
中
和
の
状
態
で
存
在
す
る
の
だ
。
要
す
る
に
聖
人
は
通
材
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
「
等
徳
而
替
、
達
者
稽
聖
」
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
同
じ
徳
性
を
持
つ
人
格
の
中
で
聖
人
は
「
智
之
極
明
」
で
あ
り
、
人
生
の
目
標
に
達
す
る
乙
と
が
出
来
、
人
間
の
性
情
の
道
理
を
充
分
に
読
み
取
る
こ
と
も
出
来
、
他
の
人
聞
は
そ
れ
を
認
識
で
き
8
な
い
の
で
あ
る
。
聖
人
は
智
恵
と
行
動
の
体
現
者
で
あ
る
と
言
え
る
。
3
と
こ
ろ
で
、
智
恵
と
行
動
に
つ
い
て
角
度
を
変
え
て
見
る
な
ら
、
劉
勧
は
こ
れ
ら
を
英
雄
と
関
連
付
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
是
故
徳
明
秀
出
謂
之
英
、
脂
力
過
人
謂
之
雄
、
此
其
大
値
之
別
名
也
。
若
校
其
分
数
、
則
互
相
須
。
各
以
二
分
、
取
彼
一
分
、
然
後
乃
成
O
i
-
-
-夫
線
明
者
英
之
分
也
、
不
得
雄
之
輝
、
則
説
不
行
。
踏
力
者
雄
之
分
也
、
不
得
英
之
智
、
則
事
不
立
O
i
-
-
-故
英
雄
異
名
。
然
皆
偏
至
之
材
、
人
臣
之
任
也
。
故
英
可
以
矯
相
、
雄
可
以
国
同
時
間
。
若
一
人
之
身
兼
有
英
雄
、
則
能
長
世
・
:
故
一
人
之
身
、
兼
有
英
雄
、
乃
能
役
英
輿
雄
。
能
役
英
興
雄
、
故
能
成
大
業
也
。
(
英
雄
)
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
聡
明
は
「
英
」
で
あ
り
、
胆
力
は
「
雄
」
で
あ
る
。
行
為
の
実
現
を
考
え
る
と
、
行
為
の
発
想
は
聡
明
に
つ
な
が
り
、
行
為
の
実
行
は
胆
力
に
つ
な
が
り
、
行
為
を
実
現
す
る
た
め
に
は
「
英
」
・
「
雄
」
互
い
に
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
英
」
・
「
雄
」
は
共
に
「
偏
至
之
材
」
(
偏
材
)
で
あ
り
、
英
雄
は
兼
材
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
聖
人
は
英
雄
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
「
理
を
窮
め
て
性
を
室
す
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
是
故
兼
徳
而
至
、
謂
之
中
庸
。
中
庸
也
者
、
聖
人
之
目
也
。
(
九
徴
)
是
故
直
而
不
柔
則
木
、
勤
而
不
精
則
力
、
固
而
不
端
則
感
、
気
而
不
清
則
越
、
暢
而
不
平
則
蕩
。
是
故
中
庸
之
質
、
異
於
此
類
。
五
常
既
備
、
包
以
滑
味
、
五
質
内
充
、
五
精
外
章
、
是
以
目
彩
五
時
之
光
也
。
故
目
、
物
生
有
形
、
形
有
神
精
。
能
知
精
神
、
則
窮
理
室
性
。
(
九
徴
)
夫
中
庸
之
徳
、
其
質
無
名
。
故
紙
而
不
齢
、
淡
而
不
慣
、
質
而
不
線
、
文
而
不
績
。
能
威
能
懐
、
能
排
能
柄
、
蟹
化
無
方
、
以
遠
震
節
。
(
僅
別
)
徳
性
に
於
て
「
中
庸
也
者
、
聖
人
之
目
也
」
と
見
え
る
よ
う
に
聖
人
は
中
庸
の
道
徳
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
中
庸
」
の
中
身
と
は
「
五
常
既
備
、
包
以
潜
味
、
五
質
内
充
、
五
精
外
章
」
と
あ
る
よ
う
に
五
常
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
庸
と
は
「
中
庸
之
徳
、
其
質
無
名
」
と
一
言
わ
れ
る
よ
う
に
最
高
の
道
徳
で
あ
る
。
こ
う
し
た
道
徳
を
有
す
る
も
の
は
偏
材
を
持
つ
も
の
と
違
っ
て
「
兼
徳
」
と
言
え
る
。
し
か
も
、
一
般
的
「
兼
徳
」
で
は
な
く
、
最
高
の
「
兼
徳
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
庸
の
道
徳
を
持
つ
聖
人
は
自
己
道
徳
修
養
に
於
て
「
窮
理
室
恒
」
と
い
っ
た
こ
と
が
出
来
る
。
最
後
に
、
「
衆
善
を
達
し
て
天
功
を
成
す
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
夫
聖
賢
之
所
美
、
莫
美
乎
聴
明
。
聴
明
之
所
貴
、
莫
貴
乎
知
人
。
知
人
誠
智
、
則
衆
材
得
其
序
、
而
庶
績
之
業
輿
失
。
是
以
聖
人
著
交
象
、
則
立
君
子
小
人
之
僻
。
紋
詩
志
、
則
別
風
俗
雅
正
之
業
。
制
躍
楽
、
則
考
六
奮
祇
庸
之
徳
。
弱
南
面
、
則
援
俊
逸
輸
相
之
材
、
皆
所
以
達
衆
善
而
成
天
功
也
。
天
功
既
成
、
則
並
受
名
春
。
是
以
尭
以
克
明
俊
徳
矯
稿
、
舜
以
登
庸
二
八
回
周
功
、
湯
以
抜
有
事
之
賢
震
名
、
文
王
以
準
滑
滋
之
史
矯
貴
。
由
此
論
之
、
聖
人
興
徳
、
執
不
鵬
首
聴
明
於
求
人
、
獲
安
逸
於
任
使
者
哉
!
(
有
序
)
主
徳
者
、
聡
明
平
淡
、
総
達
衆
材
市
不
以
事
自
任
者
也
。
是
故
主
道
立
則
十
二
材
各
得
其
任
也
。
:
:
:
若
道
不
平
淡
、
興
一
材
同
用
好
、
則
一
材
慮
様
、
而
衆
材
失
任
失
。
(
流
業
)
政
治
の
関
鍵
は
人
を
う
ま
く
使
う
こ
と
で
あ
る
。
人
を
う
ま
く
使
う
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
適
う
よ
う
に
そ
の
人
に
役
職
を
与
え
る
の
が
根
本
で
あ
り
、
乙
れ
が
で
き
れ
ば
、
「
衆
材
得
其
序
、
而
庶
績
之
間
業
興
失
」
と
言
う
よ
う
に
整
然
と
秩
序
立
っ
た
政
治
が
で
き
る
。
そ
け
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
よ
っ
て
そ
の
特
性
に
適
う
よ
う
に
そ
の
人
を
使
う
思
た
め
の
要
点
は
人
を
知
る
こ
と
に
あ
る
。
聖
人
は
こ
う
し
た
と
と
が
伽
出
来
る
人
間
で
あ
り
、
聖
人
は
智
恵
を
持
ち
、
君
子
と
小
人
と
を
そ
捌
れ
ぞ
れ
の
自
己
修
養
の
在
り
方
で
区
別
し
、
社
会
風
俗
と
社
会
道
徳
人
に
於
て
詩
、
礼
楽
等
を
用
い
て
そ
れ
を
育
成
す
る
。
ま
た
、
人
を
求
'hv 
え
め
る
(
求
人
)
と
人
を
使
う
(
任
使
)
に
於
て
「
達
衆
善
市
成
天
功
」
は
と
言
う
よ
う
に
人
々
の
長
所
を
充
分
に
発
揮
さ
せ
っ
つ
、
社
会
の
安
剖
定
を
実
現
さ
せ
る
。
そ
の
方
法
は
「
総
達
衆
材
而
不
以
事
自
任
」
と
物
言
う
よ
う
に
自
己
自
身
の
自
然
無
為
に
よ
っ
て
人
々
を
働
か
せ
る
の
L
で
あ
る
。
こ
う
い
う
特
徴
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
聖
人
は
「
主
徳
者
」
、
9
先
に
述
べ
た
「
圏
髄
之
人
」
な
の
で
あ
る
。
3
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
劉
郡
の
人
格
序
列
は
小
人
、
君
子
、
聖
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
「
偏
」
か
ら
「
兼
」
、
そ
し
て
「
遇
」
へ
と
言
わ
れ
る
低
次
か
ら
高
次
へ
の
組
み
立
て
と
な
っ
て
い
る
。
『
七
謬
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
人
格
に
つ
い
て
「
由
此
論
之
、
心
小
志
大
者
、
聖
賢
之
倫
也
。
心
大
志
大
者
、
豪
傑
之
僑
也
。
心
大
志
小
者
、
倣
蕩
之
類
也
。
心
小
志
小
者
、
拘
儒
之
人
也
」
と
「
然
則
僑
傑
者
、
衆
人
之
尤
也
。
聖
人
者
、
衆
尤
之
尤
也
。
其
尤
摘
出
者
、
其
道
端
遼
」
と
整
理
さ
れ
て
い
る
。
「
人
物
志
』
に
見
え
る
道
徳
思
想
の
全
体
は
、
そ
の
人
物
判
断
と
人
格
育
成
を
も
含
め
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
制
限
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
一
先
ず
判
断
の
理
論
と
実
践
に
限
っ
て
分
析
し
た
。
読
者
の
了
解
を
得
た
い
。
h
王(1)
「
勧
輿
靖
倶
有
高
名
、
好
共
薮
論
郷
篤
人
物
、
毎
月
瓶
更
其
品
題
、
故
汝
南
俗
有
4
月
旦
評
，
駕
。
」
(
『
後
漢
書
』
巻
六
十
八
許
勧
博
)
、
「
逮
桓
彊
之
閥
、
主
荒
政
謬
、
園
命
委
於
悶
寺
、
士
子
差
興
局
伍
、
故
匹
夫
抗
償
、
慮
士
横
議
、
遂
乃
激
揚
名
撃
、
互
相
題
郷
、
品
震
公
卿
、
裁
量
執
政
、
持
直
之
風
、
於
斯
行
失
。
」
・
「
自
是
正
直
腹
放
、
邪
在
織
結
、
海
内
希
風
之
流
、
遂
共
相
擦
拐
、
指
天
下
名
士
、
国
同
之
稽
説
。
上
目
『
三
君
』
、
次
回
『
八
俊
』
、
次
回
『
八
顧
」
、
次
回
『
八
及
』
、
次
回
『
八
厨
』
、
猶
古
之
『
八
元
」
、
『
八
凱
』
也
。
」
(
『
後
漢
書
』
巻
六
十
七
黛
鋼
停
)
な
ど
を
参
照
。
(2)
湯
用
形
「
讃
《
人
物
志
V
」
『
湯
用
形
選
集
』
天
津
人
民
出
版
社
一
40 
九
九
五
年
十
二
月
、
関
正
郎
「
劉
勧
の
人
物
志
に
つ
い
て
」
『
人
文
科
学
研
究
』
(
新
潟
大
学
)
第
十
一
輯
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
、
清
水
潔
「
劉
部
の
『
人
物
志
』
に
お
け
る
人
物
鑑
識
の
説
に
つ
い
て
」
『
(
人
文
・
社
会
科
学
)
研
究
集
録
』
(
大
阪
大
学
教
養
部
)
第
一
六
輯
昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
日
、
郷
本
順
「
劉
勧
《
人
物
志
》
中
的
人
才
哲
学
思
想
」
|
『
中
国
哲
学
史
研
究
』
一
九
八
三
年
第
二
期
、
陳
瑛
等
「
《
人
物
志
》
中
関
於
品
題
人
物
的
理
論
」
|
陳
瑛
等
『
中
国
倫
理
思
想
史
』
寅
州
人
民
出
版
社
一
九
八
五
年
四
月
第
一
版
、
孔
繁
「
《
人
物
志
V
探
知
精
神
才
性
和
任
人
唯
才
」
孔
繁
著
「
貌
晋
玄
談
」
遼
寧
教
育
出
版
社
一
九
九
一
年
十
一
月
、
高
野
淳
一
「
劉
劫
『
人
物
志
』
に
お
け
る
内
と
外
」
『
文
化
』
(
東
北
大
学
文
学
会
)
第
五
八
巻
第
了
二
号
一
九
九
四
年
九
月
。
(
3
)
本
文
に
引
用
さ
れ
た
資
料
は
四
部
叢
刊
本
に
よ
り
、
岡
村
繁
氏
の
「
人
物
志
劉
注
校
護
』
(
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
X
X
V
文
学
九
、
一
九
六
一
年
)
と
柏
原
氏
の
「
人
物
志
稗
注
』
(
湖
南
科
学
技
術
出
版
社
一
九
九
O
年
四
月
)
を
参
照
。
(
4
)
高
野
淳
一
氏
は
聖
人
以
外
の
人
々
に
も
人
間
の
生
得
的
な
性
質
を
把
握
出
来
る
と
し
て
い
る
。
(
向
上
)
(
5
)
高
野
淳
一
氏
は
「
そ
の
情
性
の
在
り
様
を
規
定
し
て
い
る
道
理
は
甚
だ
微
妙
で
玄
奥
な
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
(
向
上
)
(
6
)
「
喜
怒
哀
柴
之
未
設
謂
之
中
、
震
而
皆
中
節
謂
之
和
。
致
中
和
、
天
地
位
駕
、
荷
物
育
駕
。
」
(
「
中
庸
』
)
(7)
「
道
之
出
口
、
淡
乎
其
無
味
、
視
之
不
足
見
、
聴
之
不
足
問
、
用
之
不
足
既
。
」
(
『
老
子
』
三
十
五
章
)
、
「
故
目
、
夫
悟
H
M
寂
漠
虚
涙
涙
局
、
此
天
地
之
平
而
道
徳
之
質
也
。
故
田
、
聖
人
休
休
駕
則
平
易
自
民
、
平
易
則
悟
憐
実
。
平
易
倍
械
、
則
憂
患
不
能
入
、
邪
気
不
能
襲
、
故
其
徳
全
而
神
不
腕
。
(
「
荘
子
」
刻
意
)
、
「
夫
虚
静
情
淡
寂
漠
涙
録
者
、
寓
物
之
本
也
。
」
(
『
荘
子
」
天
道
)
(8)
「
以
其
不
争
、
故
天
下
莫
能
輿
之
手
。
」
(
「
老
子
」
六
十
六
章
)
(9)
「
和
順
於
道
徳
而
理
於
義
、
窮
理
謹
性
以
至
於
命
。
」
(
『
周
易
』
説
卦
)
